
くまがや自治連だより

創刊号

　

旧
熊
谷
市
自
治
連
だ
よ
り
「
ひ
ろ
ば
」
の
伝
統

を
引
き
継
ぎ
、
新
「
ひ
ろ
ば
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

自
治
会
の
主
役
は
地
域
住
民
で
あ
り
、
自
治
会

が
市
政
発
展
の
か
ぎ
を
握
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
「
ひ
ろ
ば
」
は
、
市
民
の
自
治
会
活
動
を
推

進
し
、
市
の
発
展
を
願
う
住
民
の
力
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

自
治
会
活
動
を
通
し
て
一
人
ひ
と
り
が
「
自
分

た
ち
の
自
治
会
は
自
分
た
ち
で
」
を
合
言
葉
と
し

て
、
新
熊
谷
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組

み
ま
す
。

　

「
ひ
ろ
ば
」
の
発
刊
に
あ
た
り
、
今
後
の
充
実

発
展
を
限
り
な
く
願
う
も
の
で
す
。

祝
「
ひ
ろ
ば
」
創
刊
号
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上　石
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石
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井
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１
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田
町
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植
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佐
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赤
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功

　

橋　
　

薫

宮
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良
夫

塚
越　
　

進

坂
本　

健
一

瀧
澤　

繁
雄

松
崎　

秀
夫

皆
さ
ん
の
地
域
の
自
治
会
長
を
紹
介
し
ま
す

　

今
年
四
月
に
旧
熊
谷
市
・
旧

大
里
町
・
旧
妻
沼
町
の
住
民
自

治
組
織
が
一
つ
と
な
り
、
新
し

い
「
熊
谷
市
自
治
会
連
合
会
」

が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
活
動

も
順
調
に
伸
展
し
て
お
り
、
感

謝
に
た
え
な
い
次
第
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
「
く
ま
が
や
自
治
連
だ
よ
り　

ひ
ろ
ば
」
は
自
治

会
連
合
会
や
単
位
自
治
会
の
活
動
、
そ
し
て
歴
史
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
を
も
っ
と
よ
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
発
刊
い
た
し

ま
し
た
。

　

住
ん
で
い
る
地
域
を
よ
り
良
く
し
て
い
く
た
め
に
何
を
し
た
ら

よ
い
の
か
、
皆
様
で
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

明
る
く
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
旧
熊
谷
市
自
治
会
連

合
会
で
の
会
長
職
の
経
験
を
活
か
し
、
全
力
で
職
務
に
取
り
組
む

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
発
刊
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か

ら
市
政
各
般
に
わ
た
り
、
ご
支

援
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
新
た
な
熊
谷
市

自
治
会
連
合
会
の
広
報
紙
と
し

て
「
く
ま
が
や
自
治
連
だ
よ
り

　

ひ
ろ
ば
」
が
創
刊
さ
れ
ま
し

た
こ
と
に
、
心
か
ら
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
夏
は
市
民
・
企
業
・
行
政
が
協
働
し
て
行
っ
た
「
あ

つ
い
ぞ
！
熊
谷
」
事
業
が
マ
ス
コ
ミ
等
に
数
多
く
と
り
あ
げ
ら
れ

ま
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

気
温
の
暑
さ
だ
け
で
な
く
、
人
の
心
も
熱
い
、
積
極
的
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
す
る
市
民
が
集
う
ま
ち
と
し
て
、
新
し
い
熊
谷
市
を
発

信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

新
市
と
し
て
一
体
感
を
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
市
民
の
皆
様
と

行
政
が
協
働
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
自
治
会
連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。
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山　

友
子

大
谷　

秀
彦

内
田　

榮
一

西
山　

直
樹

渡
邉　

和
郎

山
川　

一
夫

嶋
田　
　

稔

上
平

北
間

永
東

薬
西

前
新
田

飯
塚

福
王
寺

古
江
原

八
木
田

道
ケ
谷
戸

江
南

江
北

北
武
蔵
団
地

原
井

市
ノ
坪

嶋
村　

勝
利

荻
原　

常
由

掛
川　

良
一

江
黒　

良
夫

寺
田　
　

稔

船
越　

市
郎

岩
崎　

亘
夫

執
行　
　

勝

富
田　

武
夫

鈴
木　
　

裕

坂
本　

辰
夫

神
田　

芳
郎

秋
庭　

英
雄

坂
上　

文
男

近
藤　

陸
古

上
根

江
波

江
波
台

八
ツ
口

善
ケ
島
東
部

善
ケ
島
西
部

善
ケ
島
中
瀬

善
ケ
島
西
部
第
二

上
須
戸
東
部

上
須
戸
中
部

上
須
戸
西
部

上
須
戸
ハ
イ
ツ

西
城

西
城
台

田
島

西
野
東
部

西
野
中
部

西
野
西
部

田
部
井
英
夫

柏
木　
　

武

石
川　

森
男

稲
村　

禧
一

茂
木　
　

登

須
永　

邦
夫

大
鷲　
　

登

前
田　
　

潔

吉
野　
　

弘

柿
沼　

勝
利

戸
井
田
勝
司

須
永　

和
夫

茂
木　
　

實

関
根
美
喜
夫

松
本　

好
夫

宮
本　

晋
一

　

橋　

貞
吉

冨
澤　

法
子

上
入

中
宿

下
宿

西
島

向
野

荒
宿

舞
原　

宇
一

江
森　

忠
男

江
利
川
一
郎

吉
川　

義
雄

齊
藤　
　

忠

木
元　

圭
一

葛
和
田
団
地

日
向
上

日
向
中

日
向
下

日
向
団
地

弁
財

大
野
上

大
野
下

俵
瀬

　

田　

一
夫

神
田　

好
夫

増
田　
　

一

川
野　

一
郎

田
幸　

勇
夫

金
井　
　

稔

齊
藤　
　

進

加
藤　

文
男

荻
野　

恒
男

上
恩
田

中
恩
田

替
津
田

下
恩
田

手
島

小
泉

屈
戸

津
田
新
田

天
水

中
曽
根

吉
所
敷

沼
黒

高
本

津
田

向
谷

相
上

玉
作

箕
輪

冑
山

小
八
林

船
木
台
一
丁
目

船
木
台
二
丁
目

船
木
台
三
丁
目

船
木
台
五
丁
目

穴
水　

義
弘

武
田　

茂
夫

長
谷
川
光
男

島　
　

秋
幸

長
島　

秋
保

飯
田　

重
幸

山
岸　

保
治

金
子　

冨
夫

山
岸　

吉
三

吉
野　

正
夫

鈴
木　

幸
男

　

梨　
　

晃

小
貝　

幸
一

大
久
保
智
夫

小
池　

武
男

高
橋　

洋
一

須
藤　

達
也

青
木　

宏
旨

矢
島　

久
行

福
田　

國
忠

福
田　

定
男

吉
田　

早
苗

根
岸　

洋
氏

柿
沼　

幸
雄

上
川
原

武
体

西
川
原

赤
城

川
原
明
戸

中
郷

広
瀬
東
部

広
瀬
西
部

小
島

広
瀬
団
地

深
澤　

秋
雄

中
嶋　

長
一

荻
野　

滋
治

松
本　
　

史

秋
山　

宏
之

上
杉　

文
雄

楢
原　

和
夫

大
谷　

照
元

田
中　
　

洋

金
田　
　

誠

外
原

新
堀
新
田
北
部

こ
と
ぶ
き
団
地

自
衛
隊
官
舎
Ｂ

Ｊ
Ｆ
Ｅ
建
材
北
原
寮

籠
原
住
宅
連
合

美
土
里
町

籠
原
団
地
第
１

籠
原

三
和

藤
野　

和
夫

佐
藤　
　

保

木
元　

雅
義

松
井　

則
近

石
野　

直
樹

岡
部
多
華
路

堀
口　

靖
夫

柏
崎　
　

薫

宗
我
部
悦
功

伊
与
田
善
祐

宮
本
町

見
晴
町

伊
勢
町

砂
堀

宮
前
東
部

宮
前
西
部

河
原
町

榎
町

古
茂
田
清
一

下
山　

光
二

松
田　

真
市

小
澤　

忠
治

山
口　

良
之

小
林　

良
二

野
口　

幸
雄

八
木　

岩
男

上
宿

向
諏
訪

西
向
諏
訪

上
原

稲
荷
木
陣
場

東
陣
場

藤
之
宮

京
成
熊
谷
上
之

雀
宮
上
之

櫻
井　

辰
一

桜
井　

秀
夫

新
井　

伸
治

加
藤
二
千
雄

関
口　

清
志

長
崎　

良
一

黒
澤　
　

啓

山
口　

竹
市

岡
崎　

秀
男

肥
塚
中
央

西
肥
塚

南
肥
塚

北
肥
塚

新
里

熊
谷
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

肥
塚
中
島

飯
田　

金
十

八
木
原　

茂

福
岡　
　

昭

菊
地　

太
郎

白
須　

昭
宏

海
老
原
武
雄

風
間　

芳
久

今
井

中
条
川
北

小
曽
根

大
塚

中
条
川
南

北　
　

徳
一

吉
野　

森
男

　

本　

國
男

松
岡　

勝
男

吉
野
彦
次
郎

上
奈
良

中
奈
良

下
奈
良

集
福
睦
会

中
妻
団
地

県
営
下
奈
良
団
地

山
下　
　

晶

野
中　

市
夫

栗
原　

米
治

小
島　

政
博

小
林　

節
子

倉
田　

康
彦

新
島

原
島

柿
沼

代

新
島　

時
一

新
島　
　

雄

中
澤　

眞
也

吉
田　
　

孔

西
１
区

西
２
区

北
区

妻
沼
地
域

南
区

玉
井

久
保
島
第
一

久
保
島
第
二

高
柳

県
営
玉
井
団
地

玉
井
中
央

玉
井
在
家

福
嶋　
　

保

小
林　

朝
眞

小
林　

正
幸

八
木　

英
樹

田
熊　

達
雄

岡
田　

澄
夫

清
水　

彦
次

新
堀
第
１

新
堀
第
２

新
堀
第
３

新
堀
第
４

新
堀
第
５

小
野　
　

篤

　

野　

文
男

岡
田　

吉
蔵

森
田　

勝
美

小
林　
　

尚

西
別
府

東
別
府

下
増
田

別
府
四
丁
目

別
府
一
丁
目
五
丁
目

別
府
三
丁
目

別
府
二
丁
目

飯
田　

好
一

木
部　
　

廣

鈴
木　
　

博

峰
岸　

秋
男

小
林　
　

隆

土
田　

弘
志

吉
澤　

愛
悟

大
幡
団
地

柿
沼
団
地

中
央
東
肥
塚

熊
谷
富
士
見

肥
塚
雀
宮

県
営
肥
塚
団
地

菊
地　

文
子

野
口　
　

実

石
原　

良
雄

折
川　

照
夫

田
口　

昭
蔵

白
根　

芳
宣

連
合
組
織
を
持
た
な
い
自
治
会

大
里
地
域

旧
熊
谷
市
地
域　

２
３
３
自
治
会

旧
妻
沼
町
地
域　
　

８
５
自
治
会

旧
大
里
町
地
域　
　

２
４
自
治
会

　

合　
　

計　
　

３
４
２
自
治
会
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旧
妻
沼
町
は
五
地
区
八
五
単
位
区
長
会
が
あ
り
、
そ
れ

が
合
併
後
五
自
治
会
連
合
会（
妻
沼
地
区　

長
井
地
区　

秦

地
区　

男
沼
地
区　

太
田
地
区
）と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

　

妻
沼
地
区
自
治
会
連
合
会
は
三
一
自
治
会
約
三
二
〇
〇

世
帯
、
二
小
学
校
区
を
も
ち
、
各
自
治
会
が
地
域
住
民
と

手
を
結
び
地
域
づ
く
り
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
の

活
動
の
原
動
力
と
し
て
地
区
自
治
会
連
合
会
の
活
動
が
欠

か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
連
合
会
の
活
動
内
容
と
し
て
は
、

一
、
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動

二
、
研
修

地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動

　

そ
の
一

　

聖
天
春
秋
祭
り

の
奉
納
児
童
相
撲

大
会
に
自
治
会
長

役
員
と
し
て
全
員

参
加
、
大
会
は
年

二
回
開
催　

毎
回

小
学
生
各
地
域
か

ら
二
百
名
近
く
参

加
し
ま
す
。

　

地
域
の
子
ど
も

と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
し
、
安
心
・
安

全
な
街
づ
く
り
、

活
動
を
通
し
情
報

交
換
、
連
携
を
深

め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
二

　

め
ぬ
ま
祭
り
に
、
自
治
会
長
が
全
員
参
加
し
、
幼
稚
園
児

と
一
緒
に
「
鉾
」
の
引
き
回
し
園
児
と
そ
の
親
と
の
ふ
れ
あ

い
。
祭
り
終
了
後
全
員
で
会
場
の
清
掃
、
き
れ
い
な
街
づ

く
り
そ
の
ほ
か
に
、
ご
み
集
積
場
の
見
回
り
、
子
ど
も
の

登
下
校
時
刻
ふ
れ
あ
い
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

研
修

自
治
会
長
自
ら
の
研
修

　

議
会
傍
聴
・
旧
町
政
報
告
意
見
交
換
陳
情
・
五
地
区
合

同
県
外
研
修
・
各
地
区
別
県
外
研
修
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
市
自
治
連
合
会
の
研
修
会
に

参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

敬
老
会
（
地
区
自
治
会
連
合
会
と
し
て
新
行
事
）

　

毎
年
行
政
が
中
心
と
な
っ
て
開
催
し
て
き
た
敬
老
会
を

今
年
か
ら
、
民
の
手
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

長
年
社
会
の
た
め
貢
献
し
た
方
々
を
招
待
し
高
齢
長
寿
を

お
祝
い
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
自
治
会
長
が
中
心
に
な

り
開
催
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
ざ
実
施
に
な
る
と

計
画
・
立
案
・
運
営
等
々
難
問
が
山
積
、
三
一
名
の
自
治

会
長
が
何
回
も
話
し
合
い
を
し
、
行
政
か
ら
の
助
成
金
、

各
地
区
か
ら
の
負
担

金
を
頂
き
開
催
、
な

お
、
地
区
担
当
の
民

生
児
童
委
員
一
九
名

婦
人
会
十
名
の
協
力

を
頂
き
ま
し
た
。

　

対
象
招
待
者
八
一

〇
名
を
二
日
間
に
分

け
開
催
。
自
分
達
の

街
を
支
え
て
く
れ
た

方
々
へ
の
感
謝
と
高

齢
者
の
交
流
親
睦
、

そ
し
て
、
各
自
治
会

の
連
携
を
よ
り
一
層

深
め
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
通
し

て
自
治
会
相
互
の
連

絡
協
調
を
図
り
地
域

住
民
の
福
祉
の
向
上
、

安
心
、
安
全
な
街
づ

く
り
心
の
ふ
れ
あ
う

自
治
会
の
円
滑
な
運

営
に
努
め
、
新
熊
谷

市
発
展
の
た
め
大
き

く
前
進
を
め
ざ
し
ま

す
。

奉納児童相撲大会　自治会役員

妻沼地域五地区合同県外研修　意見交換風景

自治会長が全員参加した　めぬま祭り

◇
妻
沼
地
区
自
治
会
連
合
会
◇

　
　
　

会
長

小
林　

芳
雄
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大龍寺本堂

本尊阿弥陀如来

　

寶
積
山　

白
道
院　

大
龍
寺
（
だ
い
り
ゅ
う
じ
）

　
　
　
　
　
　
　

（
宗
派　

浄
土
宗
）

　
　
　
　
　

所
在
地　

熊
谷
市
葛
和
田
八
九
八
番
地

　

大
龍
寺
は
、
Ｊ
Ｒ
熊
谷
駅
よ
り
国
際
十
王
バ
ス
葛
和
田

行
き
に
乗
り
、
天
王
店
で
下
車
し
徒
歩
一
分
の
と
こ
ろ
に

位
置
す
る
。

　

近
く
に
は
、
利
根
川
が
流
れ
、
河
川
敷
に
は
グ
ラ
イ
ダ

ー
の
滑
空
場
が
あ
る
。
ま
た
、
古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
る

渡
船
場
が
あ
り
、
こ
の
地
方
も
か
つ
て
は
宿
場
町
と
し
て

栄
え
た
時
代
も
あ
っ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
現
在
で
も

細
々
と
で
は
あ
る
が
群
馬
県
と
往
来
す
る
人
々
や
最
近
は
、

観
光
目
的
で
乗
船
す
る
人
も
増
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
の

ど
か
な
場
所
に
位

置
す
る
大
龍
寺
は
、

慶
長
十
年
（
一
六

〇
五
）
江
戸
時
代

の
学
僧
幡
随
意
上

人
に
よ
っ
て
開
創

さ
れ
た
。
幡
随
意

上
人
は
、
熊
谷
寺

の
中
興
の
祖
で
あ

り
、
ま
た
徳
川
家

康
と
も
交
流
が
あ

っ
た
僧
侶
と
し
て

も
有
名
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
慶
長

二
年
（
一
六
四
九
）

に
は
御
朱
印
二
十

石
を
賜
る
な
ど
、

歴
代
将
軍
の
護
持

も
篤
く
堂
宇
も
広

大
、
壮
麗
で
あ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
る
。

　

明
暦
三
年
（
一

六
五
七
）
暴
風
の

た
め
本
堂
が
大
破

し
、
寛
永
六
年
（
一

六
六
六
）
に
よ
う

や
く
改
築
し
た
本

堂
も
、
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）
五

月
の
雷
火
の
た
め

庫
裡
、
鐘
楼
等
を
含
め
焼
失
し
、
以
来
、
庫
裡
を
仮
本
堂

と
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
三
年
に
二
十
九
世
達
譽
俊
定

が
再
建
し
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

大
龍
寺
は
、
館
林
善
導
寺
末
と
さ
れ
、
本
堂
、
不
動
堂
、

薬
師
堂
、
鐘
楼
、
命
体
堂
（
念
仏
堂
）
、
庫
裡
客
殿
等
か

ら
な
る
。
本
堂
に
は
、
本
尊
阿
弥
陀
如
来
を
中
心
に
し
て
、

三
十
三
体
観
音
像
を
安
置
し
て
い
る
。

　

歴
代
住
職
の
中
で
は
、
十
一
代
尋
譽
弁
秀
上
人
が
、
易

径
に
詳
し
く
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉
に
そ
の
学
識
を
認
め
ら

れ
、
将
軍
易
径
講
釈
の
座
に
召
さ
れ
た
こ
と
が
文
書
と
し

て
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
二
十
五
代
審
譽
察
源
上
人
は
、

文
久
三
年
論
語
か
ら
「
行
余
書
院
」
と
命
名
し
た
寺
子
屋

を
開
設
し
、
近
村
子
弟
に
学
問
を
教
え
た
。
そ
の
中
に
当

地
出
身
で
日
本
の
女
医
第
一
号
荻
野
吟
子
が
い
た
。

　

最
後
に
文
化
財
で
あ
る
が
、
前
述
の
元
禄
年
間
に
造
ら

れ
た
三
十
三
体
観
音
像
と
、
開
山
幡
随
意
上
人
の
書
か
れ

た
山
号
、
名
号
、
書
状
が
残
っ
て
い
る
。

　

大
龍
寺
の
草
創
に
は
、
次
の
よ
う
な
伝
説
が
残
っ
て
い

る
。

　

当
時
こ
の
村
は
行
田
の
忍
城
主
成
田
氏
の
家
臣
、
島
田

妥
女
正
が
治
め
て
い
た
。
妥
女
正
は
多
く
の
村
人
と
共
に

伊
勢
参
宮
を
す
る
こ
と
と
な
り
、
江
戸
か
ら
海
路
を
と
っ

て
の
道
中
に
、
海
龍
が
現
れ
船
足
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
こ
で
永
く
龍
神
の
霊
を
慰
め
る
こ
と
を
念
じ
た
と
こ
ろ

静
め
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

か
く
し
て
妥
女
正
は
、
無
事
参
宮
を
す
ま
せ
、
名
僧
の

誉
れ
高
い
幡
随
意
上
人
を
開
山
に
仰
ぎ
、
村
人
た
ち
の
協

力
を
え
て
遂
に
一
寺
を
建
立
し
た
。
こ
れ
が
大
龍
寺
で
あ

る
。

　
　
　

（
資
料
提
供　

第
三
十
一
世
住
職　

智
譽
道
孝
氏
）

三十三体観音像

秦
地
区
自
治
会
連
合
会

　
　
　

会
長

江
森　

忠
男
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八坂神社大祭　流し踊り

　

私
達
の
住
む
自
治
会
の
エ
リ
ア
は
、
大
里
地
域
で
も
一

番
南
に
位
置
し
、
県
道
吹
上
、
東
松
山
線
に
沿
っ
て
東
西

に
細
長
く
、
東
に
荒
川
や
和
田
吉
野
川
な
ど
が
あ
り
、
南

に
吉
見
町
、
西
は
東
松
山
市
に
接
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
の
ほ
ぼ
中
央
に
大
明
神
坂
と
い
わ
れ
る
坂
が
あ
り
、

坂
の
上
側
に
一
三
〇
軒
、
下
側
に
一
三
〇
軒
ほ
ど
の
家
が

建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
多
く
の
田
畑
や
木
々
に

囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。

　

坂
の
下
側
の
人
々
は
、
毎
年
台
風
の
時
期
に
な
る
と
水

害
に
悩
ま
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
行
政
、
地
域
住
民

の
方
々
の
ご
努
力
に
よ
り
和
田
吉
野
川
に
は
立

派
な
水
門
、
通
殿
川
に
は
排
水
設
備
が
完
成
し
、

水
害
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
無
く
な
り
、
皆
が

安
心
し
て
生
活
出
来
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
台
に
は
地
域
の
人
々
に
親
し
ま
れ

て
き
た
春
日
神
社
が
あ
り
ま
す
。
平
成
一
二
年

七
月
に
落
雷
に
よ
り
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
区
長
を
は
じ
め
、
氏
子
ま
た
建
設
役
員
の

努
力
に
よ
り
平
成
一
三
年
一
〇
月
に
新
た
に
立

て
直
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

こ
の
神
社
に
は
、
昔
の
人
々
が
残
し
て
く
れ

た
立
派
な
神
輿
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
昔
は

夏
祭
り
と
言
え
ば
、
こ
の
神
輿
を
担
い
で
回
り

多
く
の
人
々
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、
徐
々

に
担
ぎ
手
が
少
な
く
な
り
、
車
に
乗
せ
て
地
域

を
回
る
だ
け
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

昨
年
よ
り
地
域
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
子
供
達

に
よ
る
太
鼓
叩
き
や
子
供
神
輿
、
流
し
踊
り
を

は
じ
め
、
会
場
に
は
様
々
な
屋
台
を
設
置
し
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
集
ま
っ
て
昔
の
賑
わ
い
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

春
に
は
神
社
の
周
り
に
あ
る
桜
が
満
開
と
な
り
、
と
て

も
美
し
く
綺
麗
で
す
。
今
年
は
更
に
地
域
の
皆
様
の
ご
協

力
に
よ
り
二
五
本
の
苗
木
を
植
え
、
今
後
は
益
々
見
応
え

の
あ
る
桜
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
是
非
、

一
度
足
を
運
ん
で
見
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
子
供
を
対
象
と
し
た
犯
罪
が
多
発
し

て
い
る
為
、
私
た
ち
の
地
域
で
も
犯
罪
の
無
い
地
域
を
目

指
し
、
七
月
か
ら
は
自
治
会
員
一
五
名
が
中
心
と
な
り
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

当
た
り
、
警
察
署
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
様
々
な
指
導

を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
地
区
は
小
・
中
学
校
か
ら
最
も
離

れ
て
い
る
為
、
子
供
た
ち
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険

性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
子
供
た
ち
の
安
全
、
そ
し

て
地
域
の
皆
様
が
安
心
し
て
生
活
し
て
い
け
る
様
、
会
員

が
一
丸
と
な
り
今
後
も
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

子供会　春のバーベキュー大会

八坂神社大祭　子供達

八坂神社大祭（天王様）

◇
小
八
林
自
治
会
◇

　
　
　

会
長

福
田　

国
忠



（７）

正面に位置する拝殿

熊谷市指定無形民俗文化財　相上神楽 境内の住吉、氷川、香取などの末社

吉　

見　

神　

社

　

神
社
は
和
田
吉
野
川
の
右
岸
の
膝
喰
橋
よ
り
南
西
百
メ
ー
ト
ル

相
上
一
番
地
に
位
置
す
る
。
当
社
は
『
風
土
記
稿
』
に
神
明
社
と

載
り
「
古
へ
は
上
吉
見
領
の
総
鎮
守
な
り
し
が
各
村
へ
鎮
守
を
勧

請
し
て
、
今
は
村
内
の
み
の
鎮
守
と
せ
り
、
社
の
傍
に
わ
ず
か
の

沼
あ
り
、
神
竜
潜
み
住
と
言
伝
ふ
、
神
主
須
長
大
内
蔵
入
間
郡
塚

越
村
勝
雅
楽
が
配
下
な
り
」
と
説
明
し
て
い
る
。

　

上
吉
見
領
と
は
『
風
土
記
稿
』
に
見
え
る
領
名
で
、
村
岡
、
手

島
、
小
泉
、
江
川
下
久
保
、
屈
戸
、
津
田
、
津
田
新
田
、
相
上
、

玉
作
、
小
八
ッ
林
、
箕
輪
、
胃
山
、
向
谷
、
高
本
、
沼
黒
、
吉
所

敷
、
中
曽
根
、
和
田
、
上
恩
田
、
中
恩
田
、
下
恩
田
、
原
新
田
、

平
塚
新
田
の
二
三
か
村
で
あ
る
。
こ
の
二
三
か
村
は
旧
の
大
里
町

を
中
心
に
熊
谷
市
と
江
南
町
の
一
部
に
当
た
り
、
当
社
は
こ
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
す
る

相
上
に
あ
る
。

　

当
社
に
は
創
建
を

語
る
文
書
が
何
点
か

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

景
行
天
皇
五
十
六
年

に
御
諸
別
王
が
当
地

を
巡
視
し
た
折
、
田

野
が
開
か
れ
ず
不
毛

の
地
で
あ
る
こ
と
を

嘆
い
て
、
倭
国
、
山

代
国
、
川
内
国
、
伊

賀
国
、
伊
勢
国
の
多

く
の
里
人
を
移
し
て
、

多
里
郡
（
大
里
郡
）

を
置
き
後
に
豊
か
な

地
と
な
っ
た
報
賽
と

し
て
大
古
に
武
夷
鳥

命
が
高
天
原
か
ら
持

ち
降
っ
た
と
い
う
、

天
照
大
神
ゆ
か
り
の

筬
を
神
体
と
し
て
天

照
大
神
を
祀
り
、
以

来
、
御
諸
別
王
の
子

孫
が
代
々
神
主
と
し

て
い
る
、
と
あ
る
。

現
宮
司
須
長
家
は
こ

の
末
で
あ
る
。

　
『
大
里
郡
神
社
誌
』

は
、
旧
大
里
町
玉
作

の
須
藤
開
那
文
書
と

し
て
当
社
は
上
吉
見
領
の
総
鎮
守
で
あ
っ
た
が
、
応
永
（
一
三
九

四
〜
一
四
二
八
）
の
戦
乱
に
よ
り
神
領
を
失
い
、
天
正
の
頃
（
一

五
七
三
〜
九
二
）
に
は
旧
五
か
村
と
呼
ぶ
相
上
、
玉
作
、
箕
輪
、

胃
山
、
小
八
ッ
村
の
鎮
守
と
な
っ
た
と
載
せ
て
い
る
。
因
に
旧
神

領
は
社
領
七
五
〇
貫
の
地
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

当
地
に
は
、
旧
大
里
町
を
中
心
に
胃
山
古
墳
と
呼
ぶ
南
北
の
経

が
九
〇
メ
ー
ト
ル
に
も
巨
大
な
円
墳
を
は
じ
め
幾
つ
か
の
古
墳
が

あ
る
。
こ
れ
は
古
代
の
当
地
に
有
力
な
一
族
が
あ
っ
た
こ
と
を
物

語
る
も
の
で
あ
る
。
当
社
と
こ
の
豪
族
と
の
関
係
も
興
味
深
い
も

の
が
あ
る
。

　

須
長
家
は
、
幕
政
期
の
当
主
が
従
五
位
位
下
に
叙
さ
れ
土
佐
守

や
伊
勢
の
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
代
々
有
為
の
人
物
を
輩
出
し
て
い

る
。
な
か
で
も
七
代
春
友
は
京
都
卜
部
家
に
あ
っ
て
神
道
を
修

め
、
ま
た
医
薬
の
道
に
も
通
じ
、
本
那
最
初
の
薬
方
で
あ
る
。

『
大
同
類
聚
方
』
を
持
っ
て
帰
郷
し
、
当
地
方
民
の
撫
育
に
当
っ

た
。

　

ま
た
三
七
代
長
盛
は
、
当
地
を
流
れ
る
和
田
吉
野
川
の
改
修
に

力
を
尽
し
て
お
り
「
膝
喰
橋
の
大
蛇
と
愛
犬
」
の
伝
説
の
主
人
公

に
も
な
っ
て
い
る
。
こ
の
霊
を
祀
っ
た
の
が
頭
犬
宮
と
於
呂
知
社

と
称
し
て
共
に
当
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
代
々
が
当

地
方
の
発
展
を
図
り
当
社
の
発
揚
に
尽
し
た
と
こ
ろ
か
ら
江
戸
中

期
に
は
当
社
の
存
在
は
江
戸
市
中
に
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
信

仰
す
る
人
も
多
く
な
っ
た
。
内
陣
に
安
置
さ
れ
る
幣
束
に
は
「
江

戸
日
之
出
講
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
馬
喰
町
、
浅
草
並
木

町
、
深
川
常
盤
町
、
大
小
通
油
町
、
大
伝
馬
町
細
工
人
錺
師
」
と

刻
ま
れ
て
い
る
。
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
十
二
月
に
は
「
天
照

皇
太
神
宮
」
よ
り
社

号
を「
吉
見
太
神
宮
」

と
称
す
る
沙
汰
が
あ

り
改
称
し
た
。

　

明
治
以
降
、
当
社

の
信
仰
範
囲
は
相
上

地
域
に
限
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
。

現
在
の
年
中
行
事
は
、

全
氏
子
の
協
力
の
も

と
に
元
旦
祭
、
節
分

祭
（
二
月
三
日
早
朝
）

春
例
大
祭
、
三
社
祭

（
天
王
様
七
月
十
五

日
）
秋
例
大
祭
、
新

嘗
祭
、
大
祓
が
行
わ

れ
い
る
。
相
上
神
楽

（
旧
町
指
定
無
形
民

族
文
化
財
）
は
昭
和

四
十
年
代
か
ら
神
楽

舞
が
途
絶
え
て
い
た

が
、
平
成
七
年
か
ら

相
上
神
楽
保
存
会
が

発
足
し
大
祭
の
お
り

に
囃
子
と
と
も
に
奉

楽
さ
れ
て
い
る
。

「
新
編
埼
玉
県
史
」

「
大
里
村
史
」

「
埼
玉
の
神
社
」

　
　

よ
り
抜
粋
記
載

東側よりみた本殿

も
ろ
わ
け
の
み
こ

み

た
け

お
さ

う
ら

だ
い
ど
う
る
い
じ
ゅ
う
ほ
う

べ

み
こ
と

ひ
な

ほ
う
さ
い

と
り

ひ
ざ
く
い

ば
し

大
里
自
治
会
連
合
会

　
　
　

会
長

高
橋　

洋
一
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（８）

表紙写真提供／石原一丁目自治会長　飯田　健策氏100 古紙配合率100％再生紙を
使用しています。

平
成
十
八
年
十
月
発
行

編
集
と
発
行

発
行
所　

熊
谷
市
自
治
会
連
合
会

（
事
務
局　

熊
谷
市
宮
町
二
丁
目
四
十
七
番
地
一　

熊
谷
市
役
所
市
民
活
動
推
進
課
内
）

く
ま
が
や
自
治
連
だ
よ
り

ひ　

ろ　

ば

　

「
ひ
ろ
ば
」
創
刊
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

富
岡
清
熊
谷
市
長
様
、
小
澤
忠
治
連
合
会
長
様
に
は
示

唆
に
富
ん
だ
玉
稿
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

新
「
ひ
ろ
ば
」
は
内
容
も
広
く
、
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
が
な

さ
れ
、
各
自
治
会
の
活
躍
ぶ
り
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

お
互
い
に
よ
い
刺
激
を
与
え
て
い
た
だ
き
、
そ
し
て
、

今
後
の
活
動
の
原
動
力
に
な
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。

　

「
ひ
ろ
ば
」
の
更
な
る
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

寄
稿
を
頂
い
た
方
々
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、

各
自
治
会
の
ご
活
躍
・
ご
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

文
化
広
報
部　

部
会
長　

小
林
芳
雄

自治会に加入しましょう　！
　自治会では新しく熊谷市に住まわれる方々、また、未加入
の方々に、自治会への加入をお勧めしています。
　熊谷市の自治会は、現在三百四十二の単位自治会で組織さ
れています。
　各自治会とも、自分たちの住むまちを明るく住みよい環境
にするため、いろいろな行事や活動を行っています。
　また、活動を通してより良いコミュニケーションを図るよ
う努力しています。
　自治会はあなたの参加をお待ちしています。

編 

集 
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編 
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後 
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◇
籠
原
自
治
会
◇

　
　
　

会
長

宗
我
部　

悦
功

◇
地
域
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
、
旧
熊
谷
市
大
字
新
堀
一
一
五
〇
番
地
〜

　
　

旧
熊
谷
市
大
字
新
堀
新
田
五
三
一
番
地
〜

　
　

の
通
称
「
籠
原
団
地
」
内
に
あ
る
。

２
、
創
立
は
昭
和
四
十
四
年
（
三
十
八
周
年
を
経
過
）

３
、
会
員
数　

七
五
〇
余
戸　

七
八
班

４
、
自
治
会
周
辺
の
著
名
施
設

　
　

市
立
籠
原
小
学
校
（
創
立
三
十
五
周
年
を
経
過
）

　
　

籠
原
公
民
館
、
県
立
熊
谷
高
等
技
術
専
門
校
等
の
あ

　
　

る
文
教
地
区
で
あ
る
。

５
、
航
空
自
衛
隊
熊
谷
基
地
の
前
身
で
あ
る
陸
軍
飛
行
学

　
　

校
の
施
設
跡

　
　

を
終
戦
後
開

　
　

拓
農
地
と
な

　
　

り
、
現
在
の

　
　

宅
地
化
が
進

　
　

ん
だ
。

　
　
（
新
堀
新
田

　
　

五
九
二
番
地

　
　

に
「
拓
地
留

　
　

魂
」
の
碑
が

　
　

あ
る
）

６
、
自
治
会
名
称

　
　

を
平
成
五
年

　
　

に
旧
籠
原
団

　
　

地
第
三
自
治

　
　

会
よ
り
「
籠

　
　

原
自
治
会
」

　
　

と
す
る
。

◇
自
治
会
活
動
と

　

そ
の
大
要

１
、
会
則
と
会
の

　
　

運
営
上
特
記

　
　

す
べ
き
事
項

　

・
総
会
は
、
役

　
　

員
と
班
ご
と

　
　

に
一
名
の
代

　
　

議
員
で
構
成

　

・
役
員
会
は
、

　
　

２
ヶ
月
に
一

　
　

回
定
例
会
で

　
　

運
営
す
る
。

２
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　

活
動
（
籠
原

　
　

地
区
連
合
自

　
　

治
会
）

　

・
納
涼
祭　

・
敬
老
会　

・
体
育
祭　

・
球
技
大
会
等

　
　

に
参
加
し
て
い
る
。

３
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
・
・
・
平
成
十
七
年
度
年
末
年
始

　
　

よ
り
役
員
及
び
環
境
推
進
委
員
と
会
員
有
志
に
呼
び

　
　

か
け
て
、
学
童
・
生
徒
の
登
校
日
午
後
四
時
よ
り
五

　
　

時
迄
自
治
会
全
域
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。

　
　

構
成
員
は
前
述
の
役
員
の
他
常
に
呼
び
か
け
を
行
っ

　
　

て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
籠
原
小
学
校
区
連
絡
会

　
　

と
協
調
し
て
、
オ
レ
ン
ジ
帽
子
の
「
子
供
安
全
パ
ト

　
　

ロ
ー
ル
」
に
も
会
員
約
六
十
名
が
登
下
校
の
児
童
の

　
　

見
守
り
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

４
、
自
主
防
災
会
・
・
・
平
成
十
七
年
度
よ
り
始
め
た
事

　
　

業
で
す
が
、
避
難
訓
練
で
炊
き
出
し
を
担
当
し
原
始

　
　

的
な
炊
事
に
戸
惑
い
を
感
じ
な
が
ら
参
加
し
て
い
る

　
　

ご
婦
人
が
印
象
的
で
し
た
。

５
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
・
・
・
熊
谷
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ

　
　

く
り
市
民
協
議
会
ま
た
は
、
公
益
信
託
「
熊
谷
環
境

　
　

基
金
」
の
助
成
を
受
け
、
空
地
利
用
で
飾
花
を
し
て

　
　

い
ま
す
。

自主防災会での炊き出し訓練


